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本  日  の  卓   話 
９ 月 １７ 日 （水） 
｢地 球 環 境 ｣ 
中 西  勝 会 員 

 
当クラブの登録料については、すでに発生した費

用の処理に充当させて頂くこと。 

 ２．世界大会の登録料の補助について       
ＵＳ＄３００と高額な上、地区から全員登録の要請

が来ている状況を考え、本年度の記念事業積立金を

登録された方の補助金として使わせて頂くこと。 
 
■例 会 記 録 
第２１６０ 回例会  ９月 １０日（水）晴        （拍手をもって承認） 
●ロータリーソング「 手に手つないで」斉唱   
●ゲスト・スピーカーご紹介  
 浜田千理様（2003～04年度R財団奨学生）  
 山本奈朱香様（2002～03年度R財団奨学生） ■幹 事 報 告         久保義誓副幹事 
●ビジターご紹介 １、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 角谷真枝さん(茨木西RC) １）地区大会信任状提出依頼   
 リザ・ムヒダ君（米山奨学生） ２）「秋のライラ」研修プログラム  
   
※8月ホームクラブ皆出席 ２、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
 秋山、藤井、掛谷、簡、松尾、長澤、中江、中西 １）市環境美化活動参加要請  
 野田、坂井（純）、山田、山口、吉江 ９/24(水)17：30～18：30 阪急西口駅前集合 
 ２）北摂１２RC幹事会の案内  
 １０/17(金)18：00～  於：木曽路 江坂店 
 ３）千里、千里メープルより会報、概況報告書 
■会 長 の 時 間         簡 仁一会長  

３、 第３回理事会報告  ９月３日の理事会において下記の２項について決議

されましたが、本日の例会において会員の皆様のご承認

をお願い致します。 

１）10月度プログラムの件          承認 
11月 12日のクラブ協議会(瀧川ガバナー補佐来   
訪)の前に事前フォーラムが必要な場合、10月 22日
の卓話時間(掛谷受持ち)をあてる １．「少年少女ニコニコキャンプ」の登録料について 
２）ニコニコキャンプ報告の件        承認 
  支出総額は 60万 9893円。 地区からの 50万円  

他クラブのからの登録料は全額返却いたしますが、 
 

を引いて 10万 9893円が当クラブの負担。 
■出 席 報 告 

当クラブ会員の登録料について：返却せず上記当ク

ラブの負担に充当する。 次回例会で会長が説明し、

会員の了承を得る。 

第２１６０ 回例会 前々回（第２１５８ 回） 
会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３４ (12) 14 8 63.64 ％ 2 90.91 ％ 
 



※当クラブ会員も登録料を返却し、上記負担は青少

年活動予算から支出するとの提案がなされたが、全

体の収支が悪化していることなどを踏まえ、登録料 
は返却しないことに決定(会員の了解が条件)。差額
はニコニコ収入に入れる。 
３）家族親睦会の件 
  9月 27日の親睦会：現在 26人参加、 
忘年家族親睦会は12月24日いばらき京都ホテルで
予定、12月 17日開催の話もあり再調整してもらう。 
４）国際大会登録料の件                

  今年度の記念事業積立金2万円を登録料の補助に   
         

あてる。次回例会で会長が提案し会員の了解を得る。

積立金の残高が前年度末で 1644 万円に達している
こと、国際大会の登録料が高いことが理由。来年度

以降の記念事業積立金の問題は別途、議論する。 
５）指名委員会委員の件           承認 
会長・幹事に一任 
６）茨木市美術展に茨木RC賞        承認 

5000円×４＝2万円 
７）社会を明るくする運動への寄付      承認 
前年度と同額の 3万 

 
 
■委 員 会 報 告    
職業奉仕委員会         中江達雄委員長 
 昨年に続き無事故・無違反チャレンジコンテストに 
24名の会員の御協力をいただき有難うございました。 
このほど茨木交通安全協会長のメッセージが届きまし 
たので、御披露します。 
 どうか皆様の会社の一人一人に今年の全国交通安全 
運動の方針を伝えてください。これは何回も伝えて欲 
しいのです。秋の交通安全運動の方針は４項目です。 
①先ず老人（高齢者）の事故防止です。今死亡事故の 

30％がお年よりです。 
②番目はシートベルトとチャイルドシートの着用を

徹底することです。 

③番目は迷惑駐車を止めることです。 
④番目は当り前の事ですが「交通ルールを守る」こと

です。 
 
 
≪リザ・ムヒダさんからの御礼≫ 
皆様こんにちは、紹介いただきましたリザ・ムヒダで

す。 
先週、私が実行委員会の委員長を務めさせていただ

きました、インドネシアの留学生による学会「サイエ

ンティフィック・ミーティング・インジャパン」が開

催されました。 皆様方にサポートいただき大変あり

がとうございました。お陰様で、成功裏に会を終える

ことが出来ましたことを御礼方々ご報告させていただ

きます。 

皆様のサポートのお陰で、学会で発表された論文を

本にまとめることが出来ました。これを日本及びイン

ドネシアの全大学の図書館に送る予定です。 
学会は 9月 6日、7日の二日間行われ、インドネシ
ア留学生、日本の学生、大学の教授等、約 200人が参
加し、研究発表が行われました。また、インドネシア

と日本の文化交流がなされ、将来のインドネシアと日

本の交流に役立つものと期待されます。 
また、今回、大阪大学とインドネシアの大学との間

で交流協定が結ばれました。 来年からはもっと多く

の留学生が日本に来ると思われます。 
本当にありがとうございました。心より御礼申し上

げます。 
 
 
■卓  話 
「R財団奨学生の報告」 
出発報告 

2003‐2004年度R財団奨学生  浜田千理氏 
この度、念願かなってイギリスのロンドン大学東洋

アフリカ研究スクール（ＳＯＡＳ）に留学することに

なりました。これまで勉強してきたメディアリテラシ

ー（民主主義を土台に、メディアを主体的、批判的に

読み解く能力を身につけること）に新たに文化人類学

の視点を加え、女性だけでなく、更に幅広い社会的経

済的マイノリティーの視点からどのようにマスメディ

アと向き合い、自分たちからも発信していくべきかと

いうことについてじっくり考えたいと思います。メデ

ィアを制作する権力者（ほとんどが男性）は、彼らか

ら見てマイノリティーになる女性、子供、高齢者、身

障者、外国人などにある種の偏見を抱きがちであり、

作った記事や広告、番組などにはそれらが顕著に表れ

ます。日本では、掃除や洗濯のＣＭに決まってエプロ

ン姿の女性が出てくるのがいい例です。（最近男性が洗

濯するＣＭが登場しましたが、やはりそれは家族のた

めではなく、職場の先輩や同僚のためでした。） 
これらは、確かに現実の社会を反映している面もある

のですが、同時に、「社会はこんなものだ」という固定

観念をおしつけてしまう影響力も持っています。男女

の関係もさることながら、これが民族となると迫害や

悪くすると戦争レベルまでいってしまう危険性をはら

んでいる、それほどマスメディアの影響力は重大だと

私には思えます。個人個人がこれらを見抜き、批判し、

自分からも意見を発信してみること、それがこれから

は不可欠ではないでしょうか。イギリスではそれらを

見抜く目を育てるための教育が義務教育段階から行わ

れているとのことなので、実際に見てみたいと思いま

す。その上で、何らかの形で私も発信できたら嬉しい

です。 
これらの堅めの勉強もある程度（？）真剣にしつつ、

柔らかめのこともいろいろやりたいと思っています。

とにかく年齢や境遇にとらわれず、いろいろな人達と



人生のいろいろな話題について話したい。それが一番

の望みです。３０代で、それなりに（まだまだ？）酸

いも甘いもかみわけてきたので、各国の人生の達人

（？）に教えを請いつつ、自分の考えや思いもしっか

り伝えてみたいと思います。文化的に多様かつ深遠な

ロンドン、ヨーロッパでそれをさせていただけるのは

本当にラッキーです。打ちのめされることもあるでし

ょうが、自分で選んだ道に責任を持って楽しみたいと

存じます。このようなチャンスを与えていただいて本

当に有り難うございます。ロータリーの国際親善の精

神を自然体で伝えられるよう、努力してまいります。 
 
帰国報告 

2002～2003年度R財団奨学生 山本奈朱香氏 
こんにちは。2002年から 2003年にかけてカナダのト
ロント大学に留学させていただきました山本奈朱香で

す。 
昨年の 8月 27日に日本を出発しまして、今年の 8月
21日に帰ってまいりましたので、ちょうど 1年より 1
週間だけ少ない期間をカナダで過ごしてまいりました。 
こうして無事に帰ってこられましたのも、本当にロー

タリーのみなさまの支えあってのことだと、深く感謝

しております。 
 
去年トロントに到着しました時からカナダのロータリ

ーの方にも、お迎えをしていただいたり、家に泊めて

いただいたり、と本当にお世話になりました。 
また、トロントに来ていた留学生は全て女性だったと

いうこともありまして、みんながすごく仲良くなり、

お誕生日会などでひと月かふた月に一度はみんなで集

まっていたような気がします。 
また、顧問の方にはみんな本当によくしていただきま

したので、是非一度何かお礼をしたい、と考えまして、

みんなでパーティーを催しました。 
私の住んでいたところで小さなパーティーをしたので

すが、留学生それぞれの郷土料理を持ち寄りましたと

ころ、顧問の方たちも大変喜んでくださり、私たち留

学生にとっても、いい思い出になりました。 
 
カナダという国は、大変移民の多い国で、到着して 1
週間くらいの時期に街を歩いていましたら、道を尋ね

られてびっくりしたことがありました。日本ですと、

外国の人に道を尋ねることなどあまり無いと思うので

すが、カナダでは、本当にいろいろな人がいるんだな

ぁ、と実感できる出来事でした。そのようにいろいろ

な国籍の人がいたことで、「日本人だから、アジア人だ

から」と言った目で差別をされたことなども全くあり

ませんでしたし、本当に住みやすい国でした。 
 
大学院の勉強に関しましては、私は第二言語教育のプ

ログラムにおりまして、主に移民の子どもたちの母語

維持の問題について研究していたのですが、先生にも

友達にも大変恵まれまして、実りのある勉強をさせて

いただきました。 
私のいたプログラムは、大半が現役か引退した先生だ

ということもありまして、年齢層もまちまちで、また

国籍も多様でした。そのようなプログラムに身を置け

たことで、貴重な体験をさせていただけた、と思って

おります。 
 
また、勉強以外でも、バスケットのチームに入ったり、

大学のスポーツジムに通ったり、サルサのクラブに入

ったり、といろいろな活動に参加していました。 
特に冬の間は街全体が雪に閉ざされてしまい、なかな

か外に出る機会も減ってしまいますので、気をつけて

体を動かすようにしていました。 
 
運動も含めてですが、大学院に留学、となると、勉強

に気持ちや時間を奪われがちになってしまいますが、

できるだけ外に出たり人と会う機会を保つようにして

いました。 
そのことで友達の和も広がりましたし、また、私を通

して日本という国や文化に興味を持ってくれるように

なった人たちができて、ロータリーから親善大使とし

て留学させていただいた身としまして、大変嬉しく思

っております。 
 
本当に充実した一年間を送ることができ、顧問ロータ

リアンの簡さんをはじめ、ロータリーの皆様には大変

感謝しております。どうもありがとうございました。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱                 久保副S.A.A 
※夫人誕生を記念              菊山 
※結婚記念                 山田 
※ホームクラブ皆出席      
秋山、橋本（秀）、簡、中西、野田、山田、吉江 
※久々にメークアップさせて頂き有難うございます 
                      角谷 
※山本さん帰国報告ありがとう、浜田さん頑張ってく 
ださい                   簡 
※地域情報誌“野いばら”創刊号を皆様の温かいご支 
援で発刊することができました。有難うございまし 
た。今後ともよろしくお願い致します    野田 
※新世代のための月間に当りR財団奨学生の2人に卓 
話をお願いし役目と致します  青少年委員長 坂井    
※前回欠席しました             藤井 
本日計 ４８，０００円  累計 ６０６，７００円 
 
■次 回 卓 話 
「家族親睦例会」 
             親睦活動委員会 

 


